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九
月
定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
29
日
ま
で
、
26

日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
に
改

選
期
を
迎
え
る
た
め
、
市
長
も
議
員
も
現
在
の
任

期
中
で
最
後
の
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。 

                 

最
終
日
の
29
日
、
議
事
日
程
を
す
べ
て
終
え
た

後
、
市
長
及
び
議
長
か
ら
お
互
い
の
４
年
間
の
労

苦
に
対
し
て
労
い
と
謝
辞
が
あ
り
、
拍
手
の
な
か

閉
会
し
ま
し
た
。 

   

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
８
億
４
千
460
万

円
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
351
億
４
千
790
万
円

と
な
り
、
雲
南
市
始
ま
っ
て
以
来
の
超
大
型
の
予

算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
国

か
ら
大
半
の
交
付
金
等
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、
有
効

に
、
か
つ
、
し
っ
か
り
と
経
済
対
策
が
進
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

                  

雲
南
市
飯
南
町
事
務
組
合
負
担
金
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

事
業
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
の
光
ケ
ー
ブ

ル
を
用
い
た
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
整
備
に
よ
り
、
高
速
通

信
網
の
整
備
を
順
次
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
補
助
金
は
、
一
畑
バ

ス
（
大
東↔

松
江
）
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決
済
シ
ス
テ

ム
導
入
に
か
か
る
補
助
金
で
す
。
現
金
等
で
乗
車

賃
を
決
済
し
て
い
た
も
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー

ド
の
よ
う
な
カ
ー
ド
で
決
済
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

   

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、
18
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
任
期
中
最
後
の
一

般
質
問
と
あ
っ
て
、
今
ま
で
に
な
く
多
く
の
議
員

が
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
論

点
で
目
立
っ
た
の
が 

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症 

・
豪
雨
災
害
や
防
災 

・
教
育
や
教
育
環
境 

・
生
涯
学
習 

・
地
域
要
望 

・
平
和
と
人
権 

で
し
た
。
一
番
多
か
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
つ
い
て
、
次
に
多
か
っ
た
の
が
豪
雨
災

害
や
防
災
に
つ
い
て
で
し
た
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
広
が
り
に
加
え
、

雲
南
市
役
所
内
で
発
生
し
た
こ
と
か
ら
関
心
の

高
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。 

豪
雨
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
災
害

が
百
年
に
一
度
と
さ
れ
る
よ
う
な
災
害
が
毎
年

発
生
し
て
お
り
、
特
に
防
災
の
日
（
９
月
１
日
）

を
前
に
超
大
型
の
台
風
が
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

   

令
和
元
年
度
雲
南
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
ほ
か
８
件
の
決
算
認
定
を
行
い
ま
し
た
。 

監
査
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
審
査
意
見

書
で
は
、 

◎
市
債
（
一
般
会
計+

特
別
会
計
）
は
、
平
成
16

年
度
末
の
846
億
か
ら
令
和
元
年
度
末
に
495
億
と

大
幅
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
前
年
度
比
で
9
億

5
千
万
円
増
加
し
依
然
と
し
て
多
額
の
市
債
残

高
で
あ
る 

◎
実
質
公
債
費
比
率
11.1
％
（
前
年
比+

0.3
％
）
、

将
来
負
担
比
率

107.2
％
（
前
年
比+

12.5
％
）
は
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
も
の

の
増
加
傾
向
に
あ
り
、
低
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 

◎
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
清
嵐
荘
に
続

き
、
永
井
隆
記
念
館
、
食
の
幸
発
信
施
設
等
の
大

型
事
業
が
続
く
。
財
政
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

等
の
意
見
、
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

◎
１
期
工
事
計
画
分 

・
昨
年
完
成
し
本
田
商
店
が
購
入
さ
れ
た
一
区

画
目
は
、
年
内
に
工
場
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。 

・
二
区
画
目
は
、
隣
接
地
に
拡
張
し
て
分
譲
す

る
も
の
で
令
和
４
年
完
成
予
定
で
す
（
左
図
）
。 

               

◎
２
期
工
事
計
画
分 

今
冬
か
ら
土
砂
搬
出
工
事
を
行
い
、
令
和
４
年

の
夏
頃
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

   

現
在
、
各
定
例
会
の
市
長
施
政
方
針
お
よ
び
議

員
の
一
般
質
問
は
、
う
ん
な
ん
夢
ネ
ッ
ト
に
お
い

て
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
分
に
限

り
夕
方
か
ら
再
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
時
間
的
制
約
か
ら
生
中
継
が
見
ら
れ

な
い
、
再
放
送
も
見
ら
れ
な
い
、
な
ど
の
諸
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
他
自
治
体
で
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
を
利

用
し
て
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
本
年
三
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
決

定
し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
で
協
議
が
中
断
し
た
た

め
本
年
中
の
配
信
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
委
員

会
で
協
議
し
た
結
果
、
来
年
度
か
ら
ネ
ッ
ト
配
信

す
る
方
針
と
し
委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行人 中林たかし 

 

中林たかし事務所 

雲南市加茂町神原 733-4 

電兼 FAX 49-6373 

 
 
 
 
 
 
 
 

瑞
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一
般
会
計
補
正
予
算
、
８
億
円
余 

議
会 

報
告 

九
月
定
例
会 

 

議
会
中
継
、
来
年
ネ
ッ
ト
配
信
へ 

一
般
質
問
の
主
な
論
点  

神
原
企
業
団
地
の
進
捗
状
況 

令和２年９月定例会上程議案 

 

 認定のうち決算認定３件は賛成多数で可決しました 
 その他の条例、一般事件などは全て全員一致で可決しました 

項　目 議　　　　案

条　令
雲南市新型コロナウィルス感染症対応基金条例の制定について
ほか６件

一般事件
令和元年度雲南市水道事業会計利益の処分及び決算の認定
について

定　款 雲南市土地開発公社定款の変更について

予　算
令和２年度雲南市一般会計補正予算（第５号）
ほか補正予算６件

認　定
令和元年度雲南市一般会計歳入歳出決算認定について
ほか８件

諮　問
人権擁護委員候補者の推薦につき意見をもとめること
ほか２件

報　告 雲南市土地開発公社の経営状況について　　ほか６件

主な 9 月補正予算（一般会計） 単位：千円 

 

国県支出金 地方債 一般財源他

雲南市飯南町事務組合負担金
（ＣＡＴＶ事業）

156,193 0 127,200 28,993

交通系ＩＣカード導入事業補助金 2,952 2,952 0 0

雲南市飯南町事務組合負担金
（清掃事業）

44,211 0 35,100 9,111

農業者緊急支援事業補助金 21,400 21,400 0 0

畜産機械導入事業 1,245 0 0 1,245

有害鳥獣捕獲奨励事業 12,720 0 0 12,720

商業・サービス業感染症対応支援
事業補助金

20,000 20,000 0 0

ＩＣＴを活用した教育支援実証事業 10,000 0 0 10,000

保育所・放課後児童クラブ等従事
者応援協力金支給事業

36,900 36,900 0 0

財　源
事　業　名

９月
補正額

令
和
元
年
度
決
算
認
定 

神原企業団地１期工事計画 

 

➢中央の四角部分が２区画目。計画地の一部に駐車場
が含まれるため右上に移転して工事を進めます 

➢図下に見える三角部分が２期工事計画場所の一部 
➢左側が高速道路、下が三刀屋木次ＩＣ方向 


